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本事業は、超高齢社会における骨粗鬆症・サルコペニア・変形性関節症等の筋骨格疾患について、
骨密度、筋肉量、筋肉密度（筋質）の評価が複数の検査・装置に分断され、特に筋肉密度を簡便かつ
低コストに測定できず、早期診断や継続的モニタリングが困難であるという課題をクリアすることで、国
内に広く普及する既存の単純X線装置を活用し、画像1枚から骨密度・筋肉量・筋肉密度を同時に全自

動定量評価できる、追加設備不要で高スループットな筋骨格疾患の早期検診・介入・経過観察基盤を
実現する。

本研究開発では、CT画像の全自動筋肉解析により高精度な筋肉量・筋肉密度教師データを大量生
成し、同一被験者の単純X線画像とCTデータを2D–3D対応付けして学習する深層学習技術、さらに装
置・撮影条件・被験者分布の差に頑健なドメインギャップ対応AIによって課題解決を図る。
また、多施設外部データによる再現性・非劣性検証とPMDA相談を進め、骨密度・筋肉量・筋肉密度
を1回のX線撮影で同時解析し、定量レポートを提供可能とするクラウド型／オンプレミス型SaMDの開
発を行う。

作成/更新：２０２６年９月

NEP2026
躍進コース

AI


	スライド 1

